
突出棚状構造

(第1胃の充満度に注意)
腰角 と棘

腰角と坐骨結節

との間
腰角の間

棘に対する尾骨

(解剖学的に変化する)

1明確な棚

|やせ衰え、ひた状となる

|■

1突 き出た棚状

|■
|おだやかな棚状

|わずかに棚状

|(14-

|■
|な し

il‐

i(■
|ふ くらんでいる

1極端な鋭さ    1激 しい陥没    1激 しく陥没する  1骨 はとても突き出ている

|[[l:]i[:〕 t,一
:肉

の欠損

      1__|[[::〔 サiV｀

字型の空

| | | |↑

亀きいる| : 亀 突…
十        十 大変 くばんでいる 十         十 尾の下に深い`U、字型の空

|  |  |  1畝
る
↑

|          1薄 い肉が被覆している 1明確な陥没    1脂 肪の最初の形跡

|      |      | 一  |

|なめらか     1陥 没 している   |お だやかな陥没   1骨 はなめらか、

| | :_腎
空
I潔

|    |わ ずか晰没
 |わ

ずかな陥没
 | 、 r

l被覆される    |          |          |

十       十 傾斜している  十        十

1[I[:つ
てまるみ
|         IF;〆―́ヽヽヽ |‖]FI1131:l

l          l平 坦

1脂肪でふくらむ   |          |          1骨 は脂肪によって、埋没し、

|              |             |              1空 洞は組織をつつみこむよ

l iる

 f
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7.群 分けの考え方

作業の省力化と高度な飼養管理を両立するための有効手段として、群分け管理 という方法があ ります。

群分け とは、フリース トールに限らず繋飼い方式であっても十分に応用できる技術です。
一言で群分けと言っても、エサを分ける場合と管理場所で分けるという場合があります。

例えば、以下のような方法があります。

(1)エ サ 1群、管理場所 1群

(2)エ サ 1群、管理場所数群            .

(3)エ サ数群=管 理場所数群

(4)エ サ数群<管 理場所数群

様々な要素 (頭数、産乳レベル、施設等)を 、総合的に加味 して判断することが大切です。それでは、

それぞれの形態を取るには、 どのような条件が必要になるか考えてみましょう。

8.群 分け方法

(1)エ サの数と管理場所

[:肇蘇寡婁察][,II言曇暮FT中
のノ:ラシすが小さい場,。           |||‐|

1ガ曇曾「菫蓑i蕊巣ま11画ir二重怠]雰二集[Лi事二i‐芝鳥以上あ去表IL暮=と群高
:誉 電】1璽 言」雰塁[爆 ;」 季「

らないため、いつまでも闘争を繰 り返す)や 発情発見が大変に

が易菫単房電唇置fi表ユじIII｀
ないと、初産4・が食い負けをする状態があるため、上記(2)の方

に尊l〔二瓦I馨皇:層ζ曇冒言「重:露[1:鼻I二7雰諄:霊璽禦g,I事「麓|:燒昴F牛
( 2 )舅

抒巣釜:墨 菓:τ 冤』ぇ方で、ポディコンディション ・産次等を考え合わせて、臨機応変に分

|ナ

革):量岳[i例  (搾予L牛豆頁数力ゝ、 100頭前後で 2群 にする場合)で す。       |

〈現状〉 〈ボディコンディション〉 〈移動後〉

個々の乳量

を乳脂補正

乳量で算出

↓

群の分かれ

目を決める

太っている牛

痩せている牛

太っている牛

痩せている牛

初産牛 (まだ成長しており、高い

栄養要求水準にある).



(3)初 産牛だけの群

社会的立場が弱 く、ス トレスに対 しても特に弱いため、経産牛 と同じ群にいるといじめられ十分

に喰い込めず、始めから乳量が伸び悩むということも起きてきます。

その予防策 として、初産牛だけを別飼いしてより多 くの摂取が得られるようにします。

乳牛全体を 2群 にする場合でも、例えばt高 泌乳群 ・低泌乳群 と分けるよりは、経産牛群 ・初産

牛群 と分けた方が、初産牛の能力が発揮できるためメリットが大きいと言われています。

(4)繁 殖管理による群分け

繁殖管理に基づいて分ける場合、下の表のような方法があります。

管 理 目 的

種付け群

。子官 ・腟 ・卵巣などの繁殖器の回復 と衛生

。食欲回復

。発情発見   。 種付け

。妊娠鑑定   受 胎確認群へ

再度、発情発見と種付け

受胎確認群 。妊娠維持   。 乾乳への準備

繁殖管理による群分けの大きな利点は、発情発見に集申できることです。繁殖管理表を使って、発情

予定牛をチェックし、予定日の前後 2・ 3日の間は注意して観察します。

9:繋 ぎ式牛舎での群分け

多頭数で今以上に生産性を上げなければならない時に、作業性を考えた場合繋ぎ式牛舎でも群分けの

必要があります。

※長所

1できる

らかしを飼槽に掃き込むだけ)

※短所～放牧 との併用が難 しい

以下では、繁ぎ式牛舎での群分けによる様々な条件について考えます。

(1)パ ドックの出し入れを考える場合

群単位でパ ドックを振 り分ける必要があります。この場合、牛舎形式や出し入れしやすい場所を

考えながらパドックの位置を決めます。例えば、下の図のような方法があります。

①

¬

」
管
劃
劇

又、比較的子L量の多い群を、処理室に近 く置く配慮も必要です。
- 2 2 -



◎ 自 由座席にする場合

群ごとの席が決まっていないため、パ ドックの出し入れが容易になります。反面、毎回牛がバラ

バラに配列されることで、一頭一頭の牛舎内での認識が大変です。

牛ごとに、確認できる表示や日印などを付ける必要もあります。

(2)繁 ぎっばなしの場合

利点

|:::[]l]骨皇:積擦言ll]」
。発情発見が難 しくなる (スタンデイング

ヒー トが見られなぃ)

。牛舎環境が良くないと大きなス トレスと

なる

。爪が変な伸び方をしやすい……etc

対策

◎発情発見のポイント

観察を要する牛 (産褥期以降の初回発情 ・種付け予定牛 ・種付後19～23日目の再発情が来るかも

しれない牛)を 的確にとらえ、エサの食べ残し具合、粘液や色、鳴き具合、動作など、普段に比べ

てどう違うかを観察し、発情徴候を予測します。

◎ス トレスを極力受けない環境をつくる

詳しくは環境のベージを参照して下さい。     | ―       | ‐ |‐



10.DMiを あげるための環境要因

表 1は、乳牛の乾

物摂取量に関る諸要

因を環境の面からと

らえてみた もので

す。

これらの諸要因の

1つ でも2つ でも乳

牛にとって不満足な

ものがあれば、それ

らが短期的あるいは

長期的にス トレスや

疾病を誘発 し、生産

性の低下を招 くこと

になります。

新 しく施設をつ く

る場合や、改築 ・増

築、更には今後の飼

養管理に際 しては十

分な検討が必要 で

す。

(1)気  候

1)温 度

(1)～ (4):検 討項 目

図1は生産と温度との関係を示したものですが、これによると、概ね5℃ん

互作用によって環境温度が成立

します。表 2と表 3はヾ気温が

辱影曇撃[言i]喜よ]曇iF
① 暑 熱

根室地域では大きな関心を呼

びませんが、暑熱によるス トレ

スも牛にとっては大きな負担となります。炎天下の直射

日光が30℃では、皮膚温度が40℃にも達 し、食欲不振か

ら極端な採食量低下を招きます。

表2 気 温および濠度と乳生産

乳牛の生産と気温
(プロディ)

表 3 風 速および気温 と予L生産

表 1 乾 物摂取量 (DMl)に 関与する環境要因

気  候 (1) 。温 度

。湿 度

。風(換気)

。(暑熱)

。(寒冷)

施 設 等

飼 槽(3)

。スペース

・清 潔

0構 造

。素 材

。採光・照明

。盗食防止
7K<r> 。水飲場・給水器具の位置・数

。給水量

。清 潔

。水 温

。自由飲水

牛 床(4 ) 。素 材

。敷 料

。居心地

料飼 。適正管理された十分な草量(放牧)

。発酵状態

。合有本分  ‐

。切断長

・変敗・カビ

。個体(群)にあった栄養の給与

。給与の方法

・不断、制限

・TMR、 別

・順 序

・回 数

・粗飼料の割合

分 娩 房 。敷 料

。乾 燥

9換 気

。採 光

。居心地

パドック 。群構成

そ の 他 。敵対動物

。音(騒音・音楽)

。害虫(ハエ・アプ・蚊・ダニ)

。牛体の汚れ

。(人 間 )

(24℃38%の ときをllXlとする)

気 温

(℃)
相対湿度
〈%)

乳  量
(%)

２４

２４

３４

．３４

３８
お
・・“
・ｍ

∞

％

６３

４‐

(10℃のときを1011とする)

風  速

( l l 1 / s )

気 温 (℃)

26 7

0 18

2 24

4 02

∞

００

ｍ

６３

７９

”

(ジョンソン)



表 4で は気温の上昇に伴い風の効果が乳量に影響を及ぼ しているのを示 したものですが、他にも暑熱

対策 として次のようなものがあげられます (表5)

表 5暑 熱 対 策

乳牛の体に伝わる熱を防ぐ

パドックや舎外飼そう上に日よけか庇陰林

庇陰林のある牧区への放牧     ‐

放牧時間帯の変更 (早朝、夜間)

窓、戸を開放し、牛舎内換気をよくする

換気扇の運転、扇風機やポリダクトによる強制送風

サイレージ主体の飼料構成と良質粗飼料給与による

栄養改善

十分な飲料水 (新鮮水)の確保

飼料給与順序 (粗飼料先)と多回給与

主要無機物 (Ca、P、Mg、Naなど)添加量の増加

牛体から熱の発散を促す

牛体からの代謝熱を少くする

表 4 産 乳量に及ぼす湿度および風の影響

温 度
(度C)

湿度(%) 風速(傷/秒 )

60     85

適  温 ‐０

一

９

８

５

一

〇０

一

９３

９４

７‐

一

100   100   100

85   95   95

63   79   79

〈注〉数値は最適温度の範囲における乳量を100
とした時の値(%)

図 2 有 効温度と飼料摂取量の関係

”

“

∞

褐

飼
料
摂
取
量
（”
℃
の
摂
取
量
に
対
す
る
％
）

② 寒 冷

ホルスタイン種の臨界温度の下限 (それを下回ると、乳

生産等に使われるエネルギーを体温のほうに回す)は 、乾

乳牛で2℃、日乳量10kgで-4℃ 、同20kgで…10℃といわ

れています。これは子L牛の状態、飼料の質、気温以外の気

象条件等によって異なります。        |

また寒い時に雨や雪で体を濡らし、それに風があたった

りすると、更に体感温度が下がり、乳牛の熱発生量は増加

しt採 食量も増加、特に5℃以下になるとその傾向は顕著

にな ります (図2)。

増加 した養分要求量は、日乳量27kgの場合、-10℃ で10%増 、-20℃ で20%増 し (いずれも適

温時乾物要求量比)、例えば良質粗飼料の飽食、あるいは濃厚飼料の増給などによって乳量の低

下を防ぎます。

2)換  気

牛舎内は、乳牛から発生する炭酸ガスや体熱、糞尿から生 じるアンモニアガス、水蒸気などで汚

染され悪臭も発生 します。他にはこりや細菌なども充満 していますので、人にとってはもちろん、

牛にとっても極めて劣悪な条件 といえます。このような中で飼養されている乳牛は、不快感からス

トレスを生 じ、食欲の減退を招き、しいては生産の低下を引き起こします。

これらのことを防ぎ、舎内を清浄に保ち、人や乳牛に好適な環境を与えるため、舎内と舎外の空

気を入れ換える必要があります。たんに壁をボちぬいて強風に吹きさらしたり、すきま風等を換気

と思い違いしている場合もありますが、これらは牛にス トレスを与えているのみならず疾病の誘因

ともなっています。乳牛に負担をかけず、舎内全体の空気を上手に入れ換える方法を考えてみたい

ものです。



① 目 的

・牛舎内の汚れ

た空気を排出

し、新鮮な空気

を流入。

・温度、湿度の調節。 図 3 換 気の目的 と効果

② 効 果

換気を行うことによって不快感が取り除かれ、ス トレスも緩和されてきます。このため食欲も

増してきて採食量が増加し、消化 ・吸収が促進され生産性も向上してきます。

③ 方  法

ア.自 然換気方式 (図4)

図 4のOは 、壁から空気を入れ、反対側の壁と天丼へ、⑤は両軒下から取入れ、天丼へ空気を

ぬく方法でエントツ効果による換気が期待できます。

○は、牛舎両側の窓を開放して横断的に空気が流れるようにしたものです。

自然換気の場合、夏と冬の主力風向にできるだけ牛舎長軸を直角に建てていないと、その効果

は半減します。また、風上に樹木、建物があると影響を受けやすくなりますので、15mは 離す必

要があります。既存施設でこのような条件にない場合、⑥の窓の開放、出入日の開放あるいは下

記の強制換気 (ダクトフラン、換気扇、大型扇風機)等 によって対応します。

この自然方式は、外気条件や立地条件に強く左右されるという短所はありますが、施設費が安

い、換気量が豊富といった利点があります。              |

°
/J陛 %l ノ 電

°

// /へ

｀
｀

ヒ
達  義

け_プ舅等[:立ノ ヘヽ
開口部            ヤ

 `′ .́´′

図 4 自 然換気の空気の流れ

イ.強 制換気方式

・{暫E翼婁I重喜:重重雪昇彙票i::|」`↓[::
。長  所 ～牛舎内の温湿度をあまり変動なく希望の条件に調節できる。

・短  所 ～設備費 ・電気代などの経費が大きくなる。

涅気・水蒸気(牛の吸収・飲水・糞尿)



a、 ダク ト (右図)

・ダクトの断面積…ファン風量1ピ/分あたり33“は

必要

・空気分散口(穴)面積…ファン風量1ピ/分あたり37

dは 必要

・排気は開放されている全ての ドア ・窓の開口部

・全開口部の面積…ファン風量l m3/分あたり56Jは

必要

b、 ファン

・換気量の計算…牛舎の容積で算出 (幅×長さ×高さ (天丼))。例 8間 ×20間×1.5間

・換気量の 目標…最大になる夏にあわせる。         例 1時 間に20回入れ換える。

・計算例   14.4m× 36m× 2.7m=1,400m3

1,400×20回=28,000ピ (1時 間) 1分 間あた り28,000÷60=467ピ

・ファンの能力 (通常30ピ/分 )か ら467÷30=16(台)のファンを夏に動かす必要がある。
・ファンの2.4メー トル以内に入気口を設けない。

c、 大型移動式ファン

・新鮮な空気を外部から取 り入れ、一方向に空気が流れるよう設置 します。出入日の両方から舎

内に向かって空気を取 り入れると、中で空気がよどみ、十分な換気効果が得られない場合もあ

ります。

根室地域での考え方 (詳細はH4年 改善資料第20集参考 :南根室普及所版)

ア.牛 舎の壁

南側…基本的には不要。稀に強い南風があるので、その風がぬけるような北壁、軒下構造が必

要。網ロシー トで風の力を弱めるのも一つの方法。

北側…夏に解放 し、冬は1ヒ風や地吹雪防止のため、取 り外 し、開閉自由なものを考える (コン

パネ ・カーテン等)。

東側…東 ・北東の強風、冬の冷たい風の侵入防止のため扉等を設置。

西側…冬の北西風、吹きだまりなどがある場合、必要なら取 りつける。

イ.屋 根の構造

切 り妻屋根一連続的な棟開口 (オープソリッジ)と 軒下開口 (オープンイープ)を つ くる (図

4のO、 ⑤)。換気効果を高めるため勾配は30～35%に する。

片屋根一連続的な軒下開口 (オープンイープ)に する。屋根勾配が急なほど雪などを舎内に引

きこみやすいので緩やかにする (20～25%)。 強い南風があるので風を素通しさせるか

弱める構造にする。

ウ.軒 下構造

十分な換気のため連続的開放が必要。北側では地吹雪の入る可能性 もある。

(2)水

十分な水の供給は、乳牛の採食性を増加させ、発育の向上、生産性の向上に大きく関与 します。特



に泌乳量の増加と気温の上昇は飲水量を飛躍的に増大させますので、水のある、なし、飲める、飲め

ないは経営上の大きな問題ともいえます (気温と産乳量と水の要求量の関係については53ページ参

照)。

1)清 潔で安全な水

① 新 鮮でいやな臭いがしない。

② 異 物 (特に毒性物質)の 混入がない。

③ 長 時間停滞していない。

④ 水 温が適温。

2)自 由な摂水

① 飲 み場 ・給水器具が十分にある。

② 十 分な水量がある。

③ 楽 な姿勢で飲みたいときに飲める。

3)給 水器具の設置     |

給水器具はウォーターカップ、水槽 (フロー ト式、オープシ式)、給水車などがあります。飼養

形態によって器種を選定しますが、飲みやすく、水圧 (又は、水量)が 十分で掃除かしやすいこと

が基本です。

よくパ ドックや放牧地での制限給水 (朝と夕の 2回、水槽にホースで給水)や 、頭数に見合わな

い給水.(例えば、2,Oo0 1の給水車 1台では、暑い時の搾乳牛群20～25頭/日 分にしか該当しない)

も見受けられますので、もう少し牛に配慮した水管理が望まれます。

水槽の設置については、 |‐  ‐ ‐■ _ ■  _■  ■ ■  1    ■ | ■

① 高 さが、床 (地)面 から飲み口まで50～70cmくらい。          |

② ‐周囲のスペースは最低限180度で各方面から飲める。 | .‐  |   ■ | ‐  ■ ‐

③ 簡 単な水抜き装置があり、広 く浅く掃除が容易。‐ ‐  ‐     ‐

また、凍結のおそれがある場合不凍給水器の設置なども考えたぃものです。 ‐  .

(3)飼  槽

せっかく給飼したおいしい飼料も、飼槽の状態によっては十分な摂取量に結びつかないことが往々

にしてあります。また作業をする側からみても、給飼や清掃に時間がかかるなど、問題の多い飼槽も

少なくありません。

1)飼 槽の要件

① 給 与作業が容易。

② 清 掃 (掃き込み)作 業がしやすい。

③ 給 与された飼料が食べやすい。

④ 水 が流れこまない。

⑤ 異 物 (汚物)が 容易に入らない。

⑥ 給 与飼料のロスが少ない。

⑦ 一 頭当りのスペースが十分。

2)飼 槽の構造

一般的に舎内で見受けられるものとして、次の3点が挙げられます。

① 深 型 (くぼみ型)飼 槽。(図5、 6)



② 箱 型飼槽。       (図 ‐7)

③ フ ラット (たいら)型 飼槽。(図8)

舎外では主に草架が使われていて、丸型、

箱型、V字 型などがあり、それぞれ移動でき

るもの、固定 されたものがあ ります。

④ 仕 切 り柵 (給飼フェンス例)

自由採食のできる所では、草の引き込みな

ど、結構飼料のロスが目立ちます。これらを

少 しでも防 ぐ方法として、また隣の牛にじゃ

まされず頭数が並茅、など給飼フェンスの活

用が有効です。

|]:[][:l置
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3)飼 槽の改善           ― ‐

前記飼槽 (図5、 6)は 、掃除がしずらい、

長草を引き込みやすい、水が溜まりやすいt

(図7)は この他、給餌かしずらい、(図8)は 掃除がしやすいが掃き戻しの回数が増える、周辺

が汚れていると汚物が侵入しやすい、なめらかな加工では作業者が足を滑らせやすい等、また草架

にっぃては、群構成を考えないと食い負けする牛が出てくる、飼料が雨 ・雪で濡れやすく品質を低

下させる、などそれぞれ長所 ・短所が指摘されます。   |

作業性の向上や乳牛の摂取量をより増加させるため、次のような改善例があげられます。

① 前 記深型 (図5、 6)と 箱型飼槽 (図7)の 場合                 ‐

。図5、 6では飼槽通路、図7では箱型部分を取り壊す。

・フラット型 (図8)に 近い飼槽になる。牛床面より5～10clllの高さにする。
・飼槽幅は60γ70clE(掃き戻しを考え通路に余裕があれば、約120cm)に。
・なめらかな施工にする。

・飼槽に水が流れ込まないよう、飼槽通路に勾配をつける。  ‐

② 飼 槽面の改造

コンクリー トがすり減ったり、タイルがはがれたり、でこぼこがある飼槽では様々な問題点が

あります。

・掃除がしずらい。

・食ベカス、ゴミ、水が溜りやすく変敗しやすいな悪臭で食欲の減退を招く。

・飼料が食べづらく、無駄になる場合もある。

これらを改善するため、

・施工前に、食ベカス、ゴミをきれいに取り除き、乾燥させておく。
・施工範囲は飼槽面のみならずt飼 槽間仕切りや飼槽通路の一部にも行う。

・飼槽面をなめらかにする資材を塗布して仕上げる。

4)飼 槽の面積

給与法 (手動 。自動 ・車…)、掃除の しやすさ、飼料の種類、給与回数、給飼仕切 り等の諸条件

:二蹴 ■
■ 親牛あ場

含 14年

改善鋤

図9



によって飼槽面積が決められます。狭すぎたり広すぎる場合、作業 (給飼 ・清掃)効 率、飼料摂取

量、施工や維持 (修理)コ ス ト、飼料ロス、場合によっては乳牛間の トラブルなど多 くの問題が生

じることも考えられます。             `

① ス タンチ ョンの場合

・飼槽幅～飼槽構造や間仕切 りによっても違いますが、概ね50～80cm。フラット型で飼槽通路込

み120～150mが 目安と (機械給飼ではさらに広 く)な ります。

② フ リース トールの場合

・飼槽幅～フラット型片側採食で450oI(合、給飼通路)、両側採食で540cal(含、同)力 一`応の

目安となりますが、給飼車の大きさによって寸法は変わってきます。

・長 さ ～一般的に一頭当たり50～75011が適当とされています。

(4)牛 床

牛床は休息や寝る場所であり、牛にとってもっともリラックスできる (したい)場 所です。そのた

め、常に乾燥 していて、自由な姿勢がとれ、楽な寝起きができることはもちろん、他の牛に邪魔、糞

尿や飼料が入らない、といった構造上の問題も大切な要素となります。         |

このような牛床が確保されることによらて十分な休息、十分な反すうが行なわれ、生産性の向上へ

と結び付いていきます。

1)牛 床の寸法

ストール方式では、体長に対して短めの方が

牛床を汚しませんが、居住性からは長めの方が

安心して休息できます。しかし、牛の大きさご

とに寸法を変えるわけにもいきませんので、牛

群の大きめの牛に合わせてつくることになりま

す。

フリース トールについては、長すぎると糞尿

で牛床を汚してしまいますが、ネックレール、

プリスケットポー ドで調整可能です。短かすぎ

る場合は、横臥した際に乳頭を傷つけたり、ま

た幅が広過ぎると、ストール内で方向転換して

牛床の先端部に糞尿をするなど、寸法の算出に

は十分な計測 (特に体長 ・体高)が 必要です。

乳牛は横臥するとき頭部を大きく前の方に伸ば しますのでt前 方に十分な空間が必要です。前面

が壁の場合は左右に十分な空間が必要 となります。

表 6と 表 7の 他、これ以外の寸法も文献等で

紹介されていますので、実際の場面と照合 して

よく検討すべきです (表8)。

表 7 乳 牛用フリース トールの寸法

体  重

(L)

ス トール幅

(暉 )

ス トール長(口) 隔構高さ

C(‐ )A B

５４４

６３５

７２６

”
　
”
　
”

”

４４

３５

1,125

1 , 2 1 X l

l . 2 1 X l

1 , 5 m

l,600

1,650

０５０

‐５０

２５０

1,025-1,050

1,050-1,100

1:ll10～1,2ul

注 :A)牛 床後端からネックレールまで   (W.Wh轟 )
B)前 面が壁の場合のス トール長

C)隔 精あるいはネックレールの長さ

表 8 寸 法の算出例

・ス トールの長さ

①牛床の後端から正面仕切 り柵まで

=体 長×1.25

②牛床の後端から前面が壁の場合=体長Xl.33

・ネックレールの高さ二体高の3/4～4/5

・ストールの幅   =腰 幅×2

表 6 ス トール式牛床寸法

収容牛の

体  重

スタンチョンス トァル タイス トール

幅 長 さ 幅 長 さ

聴瑚
５５０
剛
６５０
御
７５０

』
２０
２５
３０
３５
“

一
５５

６０

６５

７０

７５

“

』
２５
∞
３５
４０
４５

』
７０
７５
ｍ
８５
∞
(野附)



2)牛 床の改善

① 牛 床面

牛床が破損したりでこぼこがあると、糞尿が溜りやすく掃除もしずらくなります。かなり豊富

な敷料を入れないと、牛にとっても苦痛となり産乳性への影響も出てきます。敷料もすぐ汚れ細

菌の増殖を招きますので、部分的、または全面的な牛床の打ち直しが必要となります。
・水分、汚れを除去し十分に乾燥させておく。
・全面施行で三日は必要 (セメントに強化剤を入れる)
・セメントの厚さは2～ 3 clD。

② 短 い牛床

牛床が狭いと、起立 ・横臥時に蹄で乳頭を傷つけたり、四肢に障害を受けやすくなったりしま

すので改善の必要があります。

・牛床と通路の高さが同じ～尿溝に鉄製スノコをか事せる (図10)。

・牛床が高い～鉄製スノコをかけ、牛床側に角材をとりつけポル トで固定 (図11)。

・スタンチョンをニューコークタイス トールに変更 (図12)

(この他にもいろいろな事例がありますので、詳細は 「平成 2年 版 営 農改善資料 (第18集)

を参考にして下さい。)

③ 長 い牛床

フリーストールでは、前述したようにネックレール等で対応可能ですが、スタンチョンではか

なり難かしくなります。状況によっては、飼槽間仕切りや牛床後部の削除など工事も簡単ではあ

りません。よほどの障害がない限り、まめに除糞 ・敷料投入を行ったほうが無難です。

3)牛 床の素材

居心地がよく、維持管理費が安く、ケガをさせないようなものが必要です。

① 砂 ……………………無機質のため細菌の繁殖もなく材料としては良。糞尿処理上では問題。

② 土 ……………………クッションにはなるが、除々に掘削。

③ タ イヤ………∴・上に埋めて周囲を粘土で固める、タイヤ同士ボル トで固定する。コンクリー ト

で固めるなどして利用。タイヤが浮き上がった時の対応が必要。

④ マ ットレス……アメリカでの利用が増えている。1敷料のオガクズが少量で済む。マットレスの

中身はオガクズ、ワラ、細切ゴム (1ス トール136kg)な ど。除糞の際気をつ

けないと容易に破れる。中身の交換に手間どる。マットレスの下は固くてしっ

かりしたものがよい。

⑤ コ ンクリー ト…敷料管理がきちんとできることが必要条件。

⑥ 板 …… ……………同  上 。水分が抜けるような隙間も必要。

⑦ ゴ ムマット……肢が腫れたり、すべってケガをしやすい。値段も高い。
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4)敷 料

敷料には乾草、麦梓、バーク、ォガクズ、砂、火山灰等があります。他に、新聞紙 ・ダンポール
・乾燥糞なども試用されていますが、コス ト、流通などの面からまだ一般的には普及されておりま

せん。 しかし従来の資材 も入手がきわめて困難にならてきており、敷料の上手な入手方法を検討す

る必要があります。


